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 ＪＡ１ＹＪＹ横浜鶴見クラブ 

       鶴見川コンテスト実行委員会 

第５回鶴見川コンテスト結果発表・総評 

 

今年も残すところわずか、コロナ禍は一旦落ち着きをみせハムフェアも開催されました。 

皆様方に於かれましても新しい日常を過ごされていることと思われますがいかがお過ごしでしょうか？ 

さて先日行われました「第５回鶴見川コンテスト」に参加頂きました皆様ありがとうございました。 

結果発表とご報告です。 

入賞者ならびにログ提出各局のスコア等詳細は別途 Web告知をご確認ください。 

 

ログ提出局数は昨年の１８３局⇒１７５局と微減、ユニークコール（各局ログに記録のコールサイン数計）も

295局（昨年は 383局）と減少したもののログ提出局の構成比は昨年の４７．８％⇒５９．３％と大幅増 

今回が初 Log提出の局は６５局でした。 

１４マルチ中、今回は中原区、幸区からの参加局が昨年に比べ少なかった様です。 

 

しかしながら各部門の１～５上位入賞者２０局においては全マルチ制覇１９局と上位入賞局においてはさらに

創意工夫により好成績を残された様です。 

ＱＲＰ部門においては、特に流域内のログ提出者が昨年の１５局から２５局と大幅増、激戦でありました。 

 

上位局（1-5位）交信局数は Non ＱＲＰ平均２１５局（1.19交信／分）、QRP平均１６４局（0.91交信／分） 

４部門上位局２０局の内ＣＷ運用０％が２局（QRP ２部門各１）、１００％は１局（RS QRP）でした。 

また、特記事項としては SSBでの運用が今回全く提出ログにありませんでした。 

 

今回もログ提出の際のコメント、貴重なご意見を様々頂戴いたしました。 

おおむね好評を頂き来年も楽しみにしているといった励ましの声も多く、開催してよかったと 

コンテスト委員一同うれしく思っております。 

「CW も盛り上げ、たしなむ人を増やしたいし」 「コンテスト参加の楽しみも広めたい」 

ご意見は今後の参考にさせていただきます。 

 

来年以降も１１月第１日曜日に 「鶴見川コンテスト」は開催！ 

次回は第６回となりますが今後とも飽きさせないよう多少なりとも進化をさせ、続けてまいりたいと存じます。

参加各局、お力をお借りしたＯＭ各位、おかげさまで今回も盛況なコンテストとなりました。 

誠にありがとうございました。 

これより冬本番、X’mas～年末年始とせわしくなります。新型コロナも第８波襲来の恐れとのこと 

皆様方に於かれましてはご自愛いただき 2023年も FBにお過ごしくださいませ 

そして、また鶴コンでお会いしましょう 

ＦＢ HAM LIFE！ 


